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建 築
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１

改修工事特記仕様書（３）

改修工事特記仕様書（２）

改修工事特記仕様書（１）

図 面 名 称

図 面 リ ス ト

縮 尺

1/200

内部仕上表

改修後　２階平面図

改修後　１階平面図

改修後　３階平面図

改修後　屋根伏図

改修後　立面図（２）

1/30

改修後　立面図（１）

改修前　１階平面図

改修前　２階平面図

改修前　３階平面図

改修前　屋根伏図

改修前　立面図（１）

改修前　立面図（２）

1/30

1/30

1/30

改修前・改修後　矩計図（１）

1/30

1/30改修後　矩計図（５）

1/50

1/50

1/50

改修後　配置図（土地利用計画図）

建物求積図・敷地求積図 1/200・ 400

43
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48
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55
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59

60

61

62

63

64

65

66

67

68

69

1/50改修前・改修後　２・３階平面詳細図（２）

70

1/30・ 50・ 200

改修前・改修後　１階便所平面詳細図・展開図

改修前・改修後　２階便所平面詳細図・展開図

改修前・改修後　３階便所平面詳細図・展開図 1/50

1/50

1/50

改修後　１階天井伏図

改修後　２階天井伏図

改修後　３階天井伏図

改修前　１階天井伏図

改修前　２階天井伏図

改修前　３階天井伏図

1/100

1/100

1/100

1/100

1/100

1/100

1/200建具案内図

1/50

1/50

1/50

建具リスト（１）

建具リスト（２）

建具リスト（３）

1/50建具リスト（４）

1/20

1/20

1/5

改修前・改修後　矩計図（２）

改修前　矩計図（３）

改修後　矩計図（３）

改修前・改修後　矩計図（４）

改修前・改修後　１階平面詳細図（１）

改修前・改修後　１階平面詳細図（２）

改修前・改修後　２・３階平面詳細図（１）

改修後　屋根詳細図

EXP.J詳細図（１） 1/2

1/2

1/2

EXP.J詳細図（２）

EXP.J詳細図（３）

1/2

1/2・ 3・ 10・ 20・ 30雑詳細図（１）

雑詳細図（２）

サイン案内図

サイン詳細図（１）

サイン詳細図（２）

家具図（１）・舞台装置リスト

家具図（２）

1/4・10・20・50・150

1/150・ 200

1/20

1/2・3・4・5・10

1/2・ 3・10・15・20・40

1/8 ・ 30・ 40・ 100

1/50

1/8 ・ 30・ 40・ 100

改修後　屋外段詳細図（１）

改修後　屋外段詳細図（２）

【参考図】解体建物　プロパン庫

【参考図】解体建物　屋外階段詳細図

【参考図】玄関庇詳細図

1/100

1/100

1/100

1/100 【参考図】基礎伏図

【参考図】立面調査図（１）

【参考図】立面調査図（２）

1/100

1/100

1/100

1/100

1/100

【参考図】 2階床梁伏図

【参考図】 3階床梁伏図

【参考図】屋上詳細図

1/50

1/50

1/50

改修工事特記仕様書（４）・耐火リスト

改修前　配置図・仮設計画図・付近見取図 1/200・ 2500

1/100

1/30・ 100

1/30・ 100

1/100

1/100

1/100

1/100

エレベータ―詳細図（１）

エレベータ―詳細図（２）

エレベータ―詳細図（３）

1/20

構造特記仕様書

PCaPC工事特記仕様書

鉄筋コンクリート構造配筋標準図（１）

鉄筋コンクリート構造配筋標準図（２）

鉄骨工作標準図（１）

鉄骨工作標準図（２）

ベースパック柱脚工法標準図

H型鋼継手標準図

ボーリング調査位置図・ボーリング柱状図

基礎伏図・ RC部材リスト・断面配筋詳細図 1/50

EVシャフト　伏図 1/40

EVシャフト　軸組図

1/40

1/40

1/40

EVシャフト　PCa部材配筋図（１）

EVシャフト　PCa部材配筋図（２）

EVシャフト　PC鋼棒配置図

【便所・倉庫棟】基礎伏図・1階柱 R階床梁伏図・軸組図

【便所・倉庫棟】鉄骨部材リスト・RC部材リスト・架構詳細図 1/30

1/50・ 60

構 造
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１

1/10・ 1/20・ 1/40



・２５０形 １．６以上

足　場
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工
　
事
　
概
　
要

準工業 工業 指定なし

第２種低層 第１種中高層 第２種中高層 第１種住居 第２種住居

近隣商業 商業 工業専用

備　考延面積

工 　事  　名 　称

工 　事  　場 　所

用 　途  　規　  制

NO 名　　　称

概　要　説　明

建　築　工　事　改　修　特　記　仕　様　書 ２
　
仮
　
設
　
工
　
事

別　途　工　事

建
築
工
事
仕
様

Ⅱ

項　　　目 特　　　記　　　事　　　項章

一
　
　
般
　
　
共
　
　
通
　
　
事
　
　
項

１

１

２

３ 仮設間仕切り

仮囲い

４

５

養　生

工事用水

仮設計画書

６

７

８

（2.3.1)

（2.3.2)

（2.4.1)

２　特 記 仕 様

１　図面及び特記仕様書に記載されていない事項は、全て国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「公共建築工事標準仕様書(最新版)」(以下「標仕」という。）、

　「公共建築改修工事標準仕様書(最新版)」（以下「改修標仕」という。）及び「建築物解体工事共通仕様書(最新版)」（以下「解体共通仕様書」(最新版)とい

　う。）による。国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「建築工事監理指針(最新版)」及び「建築改修工事監理指針」を参考とする。

３　施工に際し、施工手順書である建築工事施工チェックシート(最新版)に従い、提出のこと。

　(1)　項目は番号に    印のついたものを適用する。

　(2)　特記事項は   ・ 印のついたものを適用する。

　　・ 印のない場合は ※ 印のあるものを適用する。

　　・ 印と ※ 印のある場合はともに適用する。

　(3)　特記事項に記載の（　）内表示番号は、改修標仕の当該項目、当該表、当該図を示す。

　 特記事項に記載の〔　〕内表示番号は、標仕の当該項目、当該表、当該図を示す。

　メッシュシートによる養生　　　※ 行う　　　・ 行わない

　必要に応じて室内外の壁、天井、床等シートで養生する。

　・ 設ける　　　・ 設けない

　図示による他鉄板塀、金網塀、板塀等の仮設計画を立案し、監督職員と協議すること。

　構内既存の施設　　　・ 利用できる （ ※ 有償　・ 無償 ）　・ 利用できない

　構内既存の施設　　　・ 利用できる （ ※ 有償　・ 無償 ）　・ 利用できない

　工事の着手に先立ち、仮設計画書を作成して監督職員に提出する。

第１種低層

準住居

風致地区　　自然公園　市街化区域　市街化調整区域　法２２条指定区域　指定なし

床　面　積　 (ｍ 2)

工事用電力

　なお、これらの材料を使用する場合は、設計図書に定める品質、性能を有することの証明となる資料又は外部機関((社)公共建

施工基準1

18 材料の検査に伴う試験

技能検定作業適用工事種別

技能士19

現場代理人等6

15 材料等の保管

特別な材料の工法17

区分の取り合いについて図示あるも、施工時に必要に応じ協議を行い連絡を密にすること。

別契約の関連工事5 　受注者は、別途施工する工事別の業者間で互いに連絡を取り、定期的に協議を行い、工事施工上の調整を図ること。また、工事

材料の品質等16

（1.1.7)

（1.4.6)

（1.4.2)

（1.4.5)

技術管理

条件明示項目

安全対策

7

9

10

電気保安技術者8

（1.3.9)

（1.3.7)

　らない。

　付しなければならない。また、変更が生じた場合は、速やかに「現場代理人等変更届」を提出し、同様の確認を受けなければな

　(1) 品質及び性能に関する試験データが整備されていること。

　(2) 生産施設及び品質の管理が適切に行われていること。

　(3) 安定的な供給が可能であること。

　(4) 法令等で定める許可、認可、認定、免許等を取得していること。

　(5) 製造又は施工の実績があり、その信頼性があること。

　(6) 販売、保守等の営業体制が整えられていること。

　標仕に記載されていない特別な材料の工法については、材料製造所の指定する工法とする。

　試験は、原則として公的試験場で行うものとし、その場所の決定に当たっては、監督職員の承諾を受けること。

５　主任技術者又は監理技術者の専任を要しない期間

４　現場代理人と主任技術者又は監理技術者を兼ねることができる。 

３　主任（監理）技術者も同様の確認を受けなければならない。 

　(1)　請負契約の締結後、現場施工に着手するまでの期間（現場事務所の設置、資機材の搬入又は仮設工事等を開始するまでの期

　　間)については、主任技術者又は監理技術者の工事現場への専任を要しない。

　(2)　工事請負契約書（以下「契約書」という。）の規定に基づく完了した旨の報告を受け、完了確認した翌日から契約期間満了

　受注者は、建設業法に定める専任の技術者の任命を行い、現場に派遣し技術管理に当たらせること。また、建設工事公衆災害防

　・要　　・不要

する。

１　本工事に使用する特定建設資材及び排出する特定建設資材廃棄物については、「建設工事に係る資材の再資源化等に関する法

２　「資源の有効な利用の促進に関する法律」（リサイクル法）及び建設副産物適正処理推進要綱を遵守し、建設副産物の発生抑

　制及び再利用の促進に努めること。また、再生資源利用〔促進〕計画書及び同実施所を作成し、速やかに報告のこと。

　施すること。

３　受注者は、「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」を遵守し、同法第１２条の３によるマニフェストシステムにより的確に実

４　施工計画書には、契約書の写し、施工者の写し、搬入出先までのルート図、運搬車のナンバープレート一覧を添付すること。

　シンナー等については、工事現場に放置することなく、保管を厳重に行い盗難を防止するとともに、保管数量についても、作業

前、作業終了後の確認等、確実な管理を行うものとする。

築協会等）が発行する「建築材料・設備機材等品質性能評価事業」の評価書等の写しを、監督職員に提出して承諾を受けるものと

する。ただし、あらかじめ監督職員の承諾を受けた場合は、この限りではない。また、備考欄に商品名が記載された材料は、当該

商品又は同等以上の品（以降、同等品と記す。）を使用するものとし、同等品を使用する場合は、監督職員の承諾を受けること。

２　現場代理人は、監督職員に受注者との直接的な雇用関係の確認できるもの（健康保険証の写し等）を「現場代理人等届」に添

１　原則として、現場代理人は、他の工事と重複して従事することはできない。ただし、工事準備等を含め工事現場が不稼動であ

　　までの期間については、主任技術者又は監理技術者の工事現場への専任を要しない。

　む。）又は「軽微な変更の届け」の届けの必要が生じた場合は、申請手数料も含めて受注者の負担にて遅滞なくこれを行うこと。

　受注者は、工事の内容に応じた火災保険、建築工事保険等を工事目的物に付するものとする。

　律」（建設リサイクル法）を遵守し、分別解体及び再資源化を実施すること。

　る期間は、常駐の必要はないが、現場の保全を行い、緊急時の対応を速やかに取れる体制を確保すること。

　工事現場に置く電気保安技術者は、電気事業法に基づく電気主任技術者の職務を補佐し、電気工作物の保安の業務を行うものと

　に近隣家屋に騒音、振動等公害発生のなきよう留意し、工事全般に万全の対策を講ずること。さらに、実施運営についても担当

　者と協議を行い、支障のなきよう努めること。

総括安全衛生管理義務者11 　労働安全衛生法第３０条第２項の総括安全衛生管理義務者を指名すること。

産業廃棄物の処理13

発生材の処理等12 ※　構外搬出適切処理　　・指定（　　　　　）

と。

　受注者は、産業廃棄物を適正に処理するに当たり、以下の事項を含め、事前に監督職員に施工計画書を提出して承諾を受けるこ
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　・レンガの種類　　　※見え隠れ部分は市販品のレンガ(ＳＲ１２５０)　　・ 市販品のレンガ形

７

１ アスファルト防水

・Ｐ１Ｂ

・Ｐ１ＢⅠ　・Ｔ１ＢⅠ

・Ｐ２ＡⅠ

・Ｐ２Ａ

・Ｍ４Ｃ

・Ｍ３Ｄ　　・Ｐ０Ｄ

保

護

防

水

露出

防水

・Ｂ－１　　※Ｂ－２　　・Ｂ－３

・ＢⅠ－１　※ＢⅠ－２　　・ＢＩー３

・ＡⅠ－１　※ＡⅠ－２　　・ＡＩ－３

・Ａ－１　　※Ａ－２　　・Ａ－３

・Ｃ－１　 ※Ｃ－２　 ・Ｃ－３　 ・Ｃ－４

・Ｄ－１　 ※Ｄ－２　 ・Ｄ－３　 ・Ｄ－４

・Ｐ１Ｅ　　・Ｐ２Ｅ
・Ｅ－１　　※Ｅ－２屋内

防水

・ＰОＤＩ・Ｍ３ＤＩ・Ｍ４ＤＩ

２ 改質アスファルト

シート防水

・Ｍ３ＡＳＩ工法

・Ｍ４ＡＳ工法

・Ｍ３ＡＳ工法

・Ｐ０ＡＳ工法

・Ｍ４ＡＳＩ工法

・Ｐ０ＡＳＩ工法

施工箇所 新規防水層の種別

・ＡＳ－Ｔ４　・ＡＳ－Ｊ２　・ＡＳ－Ｊ４

・ＡＳ－Ｔ３

・ＡＳＩ－Ｔ１　・ＡＳＩ－Ｊ１

３ 合成高分子系

ルーフィング

シート防水

防水改修工法の種類 使用分類

※非歩行

・軽歩行

・Ｐ０Ｓ工法　・Ｐ０ＳＩ工法

・Ｓ４Ｓ工法　・Ｐ４ＳＩ工法

仕上げ塗料等

・シルバー

施工箇所 新規防水層の種別

・Ｓ－Ｆ１ ・Ｓ－Ｍ１ ・ＳＩ－Ｆ１ ・ＳＩ－Ｍ１

・Ｓ－Ｆ２ ・Ｓ－Ｍ２ ・ＳＩ－Ｆ２ ・ＳＩ－Ｍ２

・Ｓ３ＳＩ工法

・Ｓ３Ｓ工法

・Ｍ４Ｓ工法

・Ｍ４ＳＩ工法

・Ｓ－Ｍ１　・ＳＩ－Ｍ１

・Ｓ－Ｍ２　・ＳＩ－Ｍ２

・Ｓ－Ｍ３

４ 塗膜防水

防水改修工法の種類

・Ｐ０Ｘ工法

・Ｌ４Ｘ工法

施工箇所 新規防水層の種別 仕上げ塗料塗り

・シルバー

・カラー

・Ｐ１Ｙ工法　・Ｐ２Ｙ工法

※Ｘ－１　・Ｘ－２

・Ｘ－１　※Ｘ－２

※Ｙ－２

・平面部脱気型

・立上がり部脱気型

・ステンレス　　　　　・鋳鉄

（　　　　　）

６ シーリング

　 　

１

※

・

・

・シーリング用材料

　ポリウレタン系シーリング材

・

　※行わない　・行う

欠損部改修工法２

ポリマーセメントモルタルの充填

(4.1.4)(4.2.2)(4.3.7)

(4.1.4)(4.2.2)(4.3.6)

(4.1.4)(4.2.2)(4.3.5)

(4.3.4)

(4.2.2)

(3.8.2)(表3.8.1)

(3.3.3)(3.4.3)(3.5.3)

(3.6.3)

(3.2.6)

(3.4.3)

(3.2.6)

(3.3.2)

(3.3.2)

(3.2.6)

(3.3.3)

(3.2.5)

(3.2.2)(3.3.2)

防水改修工法の種類 施工箇所 新規防水層の種別

既存露出防水層表面の仕上げ塗装（Ｍ４Ｃ工法、Ｍ４ＤＩ工法の場合）　・除去する　　・除去しない

立上り部の保護

　・コンクリート押え

種　　類 材　　質 設置数量

と　い

※自動式低圧エポキシ

・手動式エポキシ樹脂

　樹脂注入工法

　注入工法

・機械式エポキシ樹脂

　注入工法

　注入材料

・可とう性エポキシ樹脂

　・パテ状エポキシ樹脂

　・可とう性エポキシ樹脂

※充填工法

　・エポキシ樹脂モルタル

　・ポリマーセメントモルタル

※１成分形又は２成分形

充填材料 品質・規格等 備　考

※樹脂注入工法

１３０

※　４０

※　７０

※　１３０

 ０．２以上から１．０未満

 ０．２以上から０．３未満

 ０．３以上から０．５未満

 ０．５以上から１．０未満

　　※建築補修用注入エポキシ樹脂（ＪＩＳ Ａ ６０２４ ・ 低粘度形 ・ 中粘度形）

　　　　　　　　　　　・行う（抜取り部の補修方法：　　　　　　　　　　　　　　）

　検査（コア抜取り）　※行わない

・Ｕカットシール材充填工法

備　考注入工法の種類

(3.3.2から3)(表3.1.1)(表3.3.3から10)

(3.4.2から3)(表3.1.1)(表3.4.1から3)

(4.1.4)(4.3.4から6)

・カラー

・Ｓ－Ｆ１　・ＳＩ－Ｆ１

・Ｓ－Ｆ２　・ＳＩ－Ｆ２

・Ｓ－Ｍ３

・ＤＩ－１　※ＤＩ－２

防水改修工法の種類

・ＡＳ－Ｔ１　・ＡＳ－Ｔ２　・ＡＳ－Ｊ３

・ポリエチレン樹脂　　・ＡＢＳ樹脂

・合成ゴム　　　　　　・塩化ビニル樹脂

・ステンレス　　　　　・銅

ｍ 当たり１箇所

ｍ 当たり１箇所

厚さ（ｍｍ）

断熱工法の断熱材　　厚さ（ｍｍ）　※２５　　・　

注入量（ｍｌ/ｍ）注入口間隔（ｍｍ）ひび割れ幅（ｍｍ）

・シール工法　(０．２ｍｍ未満の場合)

　既存露出防水層表面の仕上げ塗装(Ｍ４ＡＳ工法、Ｍ４ＡＳ工法の場合)　　　・ 除去する　　・ 除去しない

　脱気装置　・設けない　・設ける

アスファルトの種類　※３種　・４種

Ｐ０Ｄ工法等の改修ドレン　　　　　　　　※設けない　　・設ける

Ｍ３Ｄ、Ｐ０Ｄ工法の脱気装置　　　　　　※設けない　　・設ける

　　　　　　　　　　ただし、特定フロンを含まないもの。

　　　　　　　　　　　　コンクリートブロックとする。

　・乾式保護材の材料　※押出成形セメント板　厚さ１５ｍｍ

　・モルタル押え

　屋上排水溝　　　・ 設ける　　・ 設けない

　既存塗膜防水層表面の仕上げ塗装（Ｌ４Ｘ工法の場合）　・除去する　　・除去しない

　脱気装置　・設けない　・設ける

　Ｐ１Ｙ工法及びＰ２Ｙ工法の保護層の適用　　　・ あり　　・ なし

　・ ＦＲＰ系塗膜防水　(仕様　　　　　　　　、施工箇所　　　　　　　　)

といの材種

鋼管製といの防露

縦どい受け金物の取付け

   ※図示

   ・次の箇所は行わない（　　        　　　　　　　　　　　　　　）

掃　除　口　　　　※あり　　　　　・なし

（保護層は、図示による。）

契約工期による。

そ の 他  の  規  制

工 　事 　期 　間

止対策要綱を遵守すること。

（1.3.3)

　した内訳明細書を提出し、監督職員の承諾を受けること。

１　部分的な設計変更、一部の追加工事等に関して、請負代金に増減が生じた場合、受注者は、施工に先立ち工事費の増減を精算

２　材料、工法等の変更により建築基準法第６条第１項「計画の変更に係る確認」の申請（法第１８条第２項においての適用を含

１　工事車両の出入りについては、現場協議の上、決定し、安全管理員を配置して危険防止に努めること。

２　工事車両の出入りについては、速度制限を遵守し、危険防止に努めること。また、必要に応じて交通整理員を配置するととも

４　喫煙等については、事前に協議を行い、一定の場所を指定し、火元責任者を配すること。

５　受注者は、過積載等の違法運行防止を図るため、道路交通法を遵守する旨を記載した施工計画書を提出すること。

６　建設機械は、国土交通省指定の低騒音型建設機械（標識を見やすい箇所に表示すること。）を使用すること。

３　別添仮設計画図・配置図等により示された仮設計画を参考に、受注者にて構造、施工方法について十分検討の上、事前に協議

　を行い、関係法令に従い安全堅固に設置すること。

（1.3.11)

及びその製造者は、次の（1）から（6）の事項を満たすものとする。

3 官公署その他への届出

（1.1.3)

　本工事における、官公庁の各検査、完了に係る消防法等全ての法的検査は、受注者にて行うものとする。また、その費用（手数

料とも）は、一切受注者の負担とする。

・その他関係法規に基づき安全に施工すること。

(1.1.1)・本工事は、工事請負契約書及び同約款を遵守し、本特記仕様書を含む図面、標仕により完全に施工する。

　①質問回答書　②現場説明書　③特記仕様書　④図面　⑤改修標準仕様書

・本工事の優先順位は、公共建築改修工事標準仕様書（１．１．１）に示す以下の順とする。

・本図は、工事の大要を示すものであるので、詳細位置等については、監督職員と打合せの上、その指示に従い入念に施工すること。

2 適用基準等

・工事写真の撮り方（改訂第二版）建築編（国土交通省大臣官房官庁営繕部監修）

・東近江市　都市整備部　施設建築課　工事管理マニュアル（最新版）

・建築工事標準詳細図（国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課監修　最新版）

・建築工事監理指針・建築改修工事監理指針（国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課監修　最新版）

　と。

　本工事に使用する材料は、設計図書に定める所要の品質及び性能を有するものとし、ＪＩＳ又はＪＡＳマークの表示のない材料

（1.6.2)

監督職員事務所

　監督職員事務所の規模　（　・ １０ｍ2 ・ ２０ｍ2 ・ ３５ｍ2 ・ ６５ｍ2 ・ １００ｍ2 ）程度

(3.5.2から3)(表3.1.1)(表3.5.1から3)

(3.6.2から3)(表3.1.1)(表3.6.1から2)

　シーリング改修工法の種類　　

　・拡幅シーリング再充填工法　・ブリッジ工法

　シーリング材の種類、施工箇所

　※下表以外は、改修標仕表3.7.1を標準とする。

　・シーリング充填工法　　　　・シーリング再充填工法　　　　

　　　　　　　　　　　・ 引張接着性試験　　　・ 行う　　　・ 行わない

　接着性試験　　　　　・ 簡易接着性試験　　　・ 行う　　　・ 行わない

(3.7.2)(表 3.7.1)

(3.8.3)(表3.8.4)

ひび割れ部改修工法

各種検査合格書等23

取扱説明書の作成24

・サービス版　　※キャビネ版 　主として内観

　主として外観

　工事月報用

　完了届提出用

・サービス版

・サービス版

・サービス版

・サービス版　　※キャビネ版

定期提出

完成時

工事中

着工前

区　分

　状況によりつなぎ写真・サービス版

　

工事写真25

備　　　考提出部数撮影箇所分類・規格

　・　５　・ ９　・ ３０

　・　　　・ ９　・ １２

  ・　３　・ ６　・　９

　・　　　・ ５　・　７

　・　　　・１０ ・ ３０

２

１

２

２

２

２

　　　ファイル形式をＪＰＥＧとし、ＤＶＤ－Ｒにて提出すること。

　必要に応じ撮影する。

化学物質の濃度測定20

　着工前の測定　　　※行わない　　・行う　　測定対象室　　　・図示　　　　　

完成時の提出図書22

　※施工計画書　　　　提出部数　※１部　　・　　部

　※施工図　　　　　　提出部数　※１部　　・　　部 (指定サイズ及び電子媒体（ＣＤ－Ｒ））

　※保全に関する資料　提出部数　※２部　　・　　部

　各種検査を必要とするもの、責任施工のもの等は、各合格書、保証書、その写し各２部を提出すること。

　なお、責任施工のものは、請負契約者・施工下請業者・材料製造所の連名書とする。

　※完成図(しゅん工図)提出部数　※４部　　・　　部(訂正した図面)

　しゅん工引渡し時に、取扱説明書等必要書類を必要部数作成し、ファイリングして提出すること。（部数、詳細については、監

督職員の指示による。）

（1.6.9)

（1.8.1から3）（表1.8.1)

　※東近江市の求める部数とする。【データとも提出（ＪＷＷ及びＰＤＦ形式)】

しゅん工写真

　工事管理写真はカラーとし、その内容が明確に判別できるものとする。デジタルカメラの総画素数は６００万画素以上（２８０

０×２１００）以上とする。

※図示　　　・現場にて指示

・材料調達の促進

市内下請

設計ＧＬ

　

26

27

保険等28

29 施工体制点検

30 不法無線局の排除

地元説明会31

近隣家屋の調査32

バリアフリー33

施工図等の取り扱い

設計図の製本

環境配慮

軽微な変更

34

35

36

37

いると疑わしい車両を発見したときは、速やかに監督職員にその旨報告すること。

　設計図書に明記なくとも、機能上、構造上当然必要と認められる軽微な変更及び追加工事においては、請負金額の増減対象とし

　施工図等の著作権に係わる当該建築物に限る使用権は、発注者に移譲するものとする。

　「公共工事の入札及び契約の適正化の促進に関する法律」に従い、施工体制を講じること。

　受注者は、電波法を遵守し、不法無線局を搭載した工事車両を使用しないものとし、工事現場において、不法無線局を搭載して

市内下請業者・市内材料調達の促進について

１　本市発注の建設工事等の施工に当たり、下請契約する場合には、できる限り東近江市に本店を有する業者へ発注するよう努め

２　工事施工に必要な建設用資材や建設機械を購入又は借入れする場合は、極力地場調達するなど、施工に当たっての配慮をする

　こと。

　受注者は、工事の内容に応じた火災保険、建設工事組立保険等を工事目的物に付すとともに、第三者等への損害についても補償

する保険に加入すること。

　受注者は、施工に先立ち地元自治会、近隣住人等に工事施工内容の説明を行うこと。

　受注者は、工事の着手前、完了後に、図示部分の近隣家屋・工作物等の調査を実施し、工事の起因する損傷等の有無を確認する

　バリアフリー化に当たっては、「だれもが住みたくなる福祉滋賀のまちづくり条例」を遵守すること。

ない。また、その費用(手数料とも)は、一切受注者負担とする。

　ること。その場合、適正な価格で請け負わせ、下請代金は適正な期間内に支払うこと等、下請契約、下請代金支払の適正化に努

　めること。

こと。万一、損傷等が生じた場合は、受注者の責任において現状に復旧すること。また、受注者自ら必要と思われる図示以外の近

隣家屋、工作物等についても調査を行うこと。

　工事着手前に製本を作成し、監督職員に提出のこと。　指定サイズ（Ａ１又はＡ３）　４部

版）」による。完成写真の撮影場所は、監督職員の指示による。しゅん工写真は、アルバム製本にて提出すること。

　使用電力、燃料等の使用を抑制し、効率的な施工計画を立て、省エネルギー施工に努めること。

　工事写真の撮影要領は、「工事写真撮影ガイドブック（建築工事編及び解体工事編）（国土交通省大臣官房官庁営繕部監修最新

38 建設業退職金共済制度 　建設業退職金共済制度に加入し、その掛金収納書の写しを監督職員へ提出すること。また、「建設業退職金共済制度適用事業主

工事現場」の標識を建設現場に掲示すること。

都市計画公園

１

電気設備工事、機械設備工事

９ 交通誘導員

　施工完了時に室内空気中のホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼン、スチレン、パラジクロロベンゼン

の濃度を測定し、報告する。測定は、パッシブ型採取機器により行う。

施工箇所

ＭＳ－２

ＰＵ－２

シーリング材の種類（記号）

 　． 　． 　． ◆ＳＨＥＥＴ　Ｎｏ◆

ＣＨＥＣＫＥＤ

ＤＡＴＥ  　． 　． 　．

ＭＡＮＡＧＥＲ

 　． 　． 　．

 　． 　． 　． ◆ＴＩＴＬＥ◆ ◆ＳＨＥＥＴ　ＴＩＴＬＥ◆ ◆ＳＣＡＬＥ◆

ＤＡＴＥ

 　． 　． 　．ＣＨＥＣＫ

ＤＲＡＷＮ

 　． 　． 　．

 　． 　． 　．

 　． 　． 　．

◆ＮＯＴＥ◆ ＤＲＡＷＮ ＤＲＡＷＮ

建築材料等14 　建築材料等は、極力市内産品を選定することとし、製品等は、特記されたもの又は同等品以上とする。ただし、同等品以上とす

る場合は、監督職員の承諾を受けること。

　屋内で使用する各種塗料類、接着剤類、その他の材料のホルムアルデヒド放散量はＦ☆☆☆☆とする。あわせて、その他室内空

気汚染（揮発性有機化合物）対策として、その原因となる物質の含有量が低濃度である材料を選定する。（標仕を参考とすること。

（1.4.1)

）さらに、環境配慮の視点から、グリ－ン購入法に基づくエコマ－ク商品や建設リサイクル法により再資源化されたリサイクル製

品、材料の利用にも努めること。

－

Ａ-１

外壁目地(コンクリート、ALC、防水押えコン目地)、巾木

　※１０名程度の打合せスペースを確保する。現場事務所と兼用を認める。

５ 脱気装置

　種別(　・ Ａ種　　・ Ｂ種　　・ Ｃ種)　下地(LGS)　仕上げ(GB-R ｱ12.5)　・　扉付き

板材折曲げ形の取付工法　・ 図示

８

種　類 呼称肉厚（mm） 表面処理 固定間隔

・ Ａ-１

・ Ｂ-１

・ Ｂ-２

・ Ｄ

(　　　　　)

(3.9.3)

・２５０形

・３００形

・３５０形

１．６以上

１．８以上

２．０以上

備　　考

アルミニウム製笠木 (3.9.2から3)(表3.9.1)

様による。

　　　・ 長尺金属板葺

　　　・ 折板葺

隅角部、突当たり部等の役物は、本体製造所の仕

(13.3.2)９ 屋　根　性　能

・　横葺　　・　瓦棒葺　　・　平葺　　・　

(表13.2.1)

（13.2.3)屋根葺形式　　

材　　種

長尺金属板葺10

ＳＲ－１ 面台

建築改修工事特記仕様書（１）

技術検査21 　工事施工途中において、適宜中間技術検査を行う。 （1.7.2)

４

外
　
壁
　
改
　
修
　
工
　
事

工事実績情報の登録

(ＣＯＲＩＮＳ)

4 　受注者は、工事請負代金５００万円以上の工事について、工事実績情報サービス(ＣＯＲＩＮＳ)入力システムに基づき、「工事

　(1)工事受注時　　　　　契約締結後１０日以内

　(3)工事完成時　　　　　工事完成後１０日以内

カルテ」を作成し、監督職員の確認を受けた後に、次に示す期間内に(財)日本建築情報総合センター（ＪＡＣＩＣ）に提出すると

　(2)工事内容の変更時　　変更契約締結後１０日以内

　なお、変更時と完成時の間が１０日に満たない場合は、変更時の提出を省略できるものとする。

ともに、センター登録の「登録内容確認書」の写しを監督職員に提出すること。ただし、期間には、土曜日・日曜日・国民の祝日

（1.1.4)に関する法律に定める国民の祝日・年末年始を除く。

　エレベーター改修工事に伴う、計画通知(変更含む)、完了検査、構造検討についても、一切受注者の負担とする。

　外部足場　　　種別(　※ 枠組本足場　　・ くさび緊結式足場　　・ 単管本足場　　・ 棚足場)

　内部足場　　　種別(　※ 脚立、足場板等　　・ ローリング足場　　・ 単管本足場　　・ 棚足場　・ くさび緊結式足場)
（2.2.1)

不当介入の防止

（「不当介入に関する通報制度」の徹底について）  

３　受注者は、暴力団員等による不当介入を受けたことが明らかになり、工程等に被害が生じた場合は、監督職員と協議するもの

　する。

２　受注者は、前項により通報を行った場合には、速やかにその内容を記載した通報書(別記様式第１号)により所轄警察署に届け

　東近江市の発注する建設工事等における暴力団員等による不当介入の排除について

１　受注者は、暴力団員等（暴力団の構成員、暴力団関係者、その他市発注工事等に対して不当介入をしようとする全ての者をい

　う。）による不当介入（不当な要求又は業務の妨害)を受けた場合は、断固としてこれを拒否するとともに、不当介入があった

　時点で、速やかに警察に通報を行うとともに、捜査上必要な協力を行うものとする。

　出るとともに、監督職員に報告するものとする。また、受注者は、以上のことについて、下請請負人(再委託の協力者を含む。)

　に対して、十分に指導を行うものとする。

39

工法の提案  ・標準仕様書　1章　各章共通事項（1.6.8）工法の提案40

その他

 ・工事関係書類等は、書面にて残すこと。工事関係者は腕章を付けるなどして、容易に区別できるようにすること。

 ・定例会では、前回議事の確認、本回工事会議の確認、指示事項、その他質疑等、次回打合せ日程の確認を行うこと。また、月

　１回総合定例として、電気、機械等の設計者を交えて会議を行う。

 ・部分使用については、竣工検査まで使用する場合は、検査員の検査を行う。検査の指示に従い、書類を用意すること。

 ・質疑については、所定の様式でやりとりを行うこと。

 ・建築工事下請人報告書、施工体制台帳等届出書（施工体制台帳、施工体系図）再下請通知書について金額にかかわらず提出す

　ること。

41

42 仮契約 ・本工事の請負契約は、地方自治法(昭和22年法律第67号)第96条第1項第5号及び東近江市議会の議決に付すべき契約及び財産の取得

　又は処分に関する条例(平成17年東近江市条例第65号)第2条の規定により議会の議決を要するため、落札決定後は仮契約を締結し、

　議会の議決を得たときに当該仮契約は本契約として効力が生ずるものとする。

　なお、東近江市は、当該議案が東近江市議会で可決されなかった場合でも、仮契約の相手方に対していかなる責任も負わないもの
　とする。

3 階2 階1 階

(3.5.2)

(3.5.3)

(3.5.4)

　断熱工法に用いる断熱材　　　材質　　　　　　　　厚さ　　　　　　　ｍｍ

　脱気装置　・設ける　・設けない

　目地処理　ＰＣコンクリートの場合（　　　　　　　　　　　　　　　　）

※固定プレートの引抜試験を行い、強度を確認すること

・厚み　１．５　ｍｍ

改修

構　造工　種

ＲＣ.Ｓ.ＰＣ

（　　30　　）

外壁目地、ジョイントカバー、防水層端部、建具

耐風圧力　　　　　　　　負圧　8000　Ｐａ

・３２５形 ２．２以上

2

軒先面戸板　※ あり　・ なし

３０分耐火　※　あり　　・　なし

11

12

・　塗装溶融亜鉛メッキ鋼板　・　溶融アルミニウムメッキ鋼板　・　材　　種

種　　類

種　　類

折　板　葺

アスファルトシングル葺

山　高　　　　(ｍｍ)　　山ピッチ　　　　(ｍｍ) 耐　力　　　　（Ｎ／ｍ ）

板　厚　・ ０．６ｍｍ　　・ ０．８ｍｍ

けらば包み　※ あり（厚さ　　　(ｍｍ)　　幅　　　(ｍｍ)）　・ なし

断熱材　※ あり（種別：　　　厚さ：　　ｍｍ　防火性能：　　　）・　なし

断熱材　※ あり（種別：　　　厚さ：　　ｍｍ　防火性能：　　　）・　なし

13 種　　類

下葺材

粘　土　瓦　葺 (13.4.2)　　　　　寸法:　　　　　　　　　　産地:

14

雪止め金物

・責任施工及び

15

16 保証期間

・図示による。

ウレタン塗膜防水 10

18 ・　フロアドレン　　鋳鉄製タ－ルエポキシ塗（　・　２種　　・　３種）ドレン

・　ル－フドレン　　鋳鉄製タ－ルエポキシ塗（　・　２種　　・　３種）

・　横引ドレン　　　鋳鉄製タ－ルエポキシ塗（　・　２種　　・　３種）

・　改修用ルーフドレン（たて・横引き型）φ100ﾀｲﾌﾟ　鋳鉄製（ストレナー付）　メーカー仕様とする

１ (1.5.2)施工数量調査

調査内容

　コンクリート表面の剥がれ及び剥落部を壁面に表示する。

　調査報告書の部数　　　※２部　　

　塗り仕上げについては、コンクリート又はモルタル表面の剥がれ及び剥落部を壁面に表示する。また、既存塗膜と新規上塗材との適合

　性を確認する。

調査範囲　※外壁改修範囲　・図示の範囲

　モルタル塗仕上げ、タイル張り仕上げについては、浮き部分を表面に表示し、また欠損部の形状寸法等を調査する。

　ひび割れの幅、長さを壁面に表示する。また、ひび割れ部の挙動の有無、漏水の有無、錆汁の流出の有無を調査する。

19トップライト養生シート ・ 養生シート(防炎膜材) ｱ0.3　カンボウプラス株式会社 ビルホワイト K202-3N 同等品

塗布防水20

・　

・ 10

塩ビシート防水 10　　　　　　　　年間

17 ・　

　　　　　　　　年間

超速硬化ウレタン複合防水 ＵＰＭ-10　（㈱ダイフレックス）同等品以上

　　　　　　　　年間超速硬化ウレタン複合防水

旧農業管理センター改修工事（建築工事）

旧農業管理センター改修工事 (建築工事 )

旧農業管理センター

ＥＶ棟、便所棟(多機能便所・倉庫)、屋外階段の増築を行う。

・　塗装溶融５５％アルミニウムー亜鉛合金メッキ鋼板及び綱帯

　　元旦ビューティ工業株式会社　元旦スプリングルーフ800　同等品以上

・ ケイ酸質系塗布防水材

　測定箇所数　　　　・合計4箇所（監督職員の指示による。）　　 ・図示　　　　　

    　　　　　　　　　3階大研修室(3箇所)、1階男子便所(1箇所)

　・　30人

※配管用鋼管　・硬質ポリ塩化ビニル管　 ・硬質塩化ビニル雨どい　　・表面処理鋼板　　・ステンレス鋼版

東近江市八日市緑町111番 1

屋根改修、外壁改修、防水改修、内装改修、建具改修、塗装改修、解体工事、外構工事を行う。

　溶接作業を行う場所については、防災シートを使用し、防火対策を講ずる。

※　アスファルトルーフィング９４０　　・　改質アスファルトルーフィング下葺材

留付け用部材　　　 　・　亜鉛メッキを施した鋼製品　　　・　ステンレス製品

下　　葺

厚　　さ 一般部　　・０．４ｍｍ　　　　　　谷部　※ ０．４５ｍｍ　・　

・ 重ね形　　・ はぜ締め形　　・　 (表13.2.1)形　　式

・　ゴムアスファルトルーフィング（片面粘着）

EXP.Jカバー ・ アルミ製　　・ ステンレス製

一級建築士事務所　滋賀県知事登録(ｶ） 152号
一級建築士(大臣）登録 229265号　 大村 悟子

大 村 建 築 設 計 事 務 所株式会社　

ＦＡＸ (0749)65-0351
ＴＥＬ (0749)62-2651一級建築士事務所

◆　発　注　者　◆

東 近 江 市
ＴＥＬ　　０７４８-２４-１２３４

ＦＡＸ    ０７４８-２４-０７５２

873.78　㎡ 688.89　㎡ 738.06　㎡ 2300.73 ㎡
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(4.5.5)

4-3

外
壁
改
修
工
事
　
タ
イ
ル
張
り
仕
上
げ
外
壁

　 　

※

・ ・

・機械式エポキシ樹脂

　注入工法 ・ ・

(4.2.2)

品質・規格等

ポリマーセメントモルタルの充填

※行わない　　・行う

※ポリマーセメントモルタル

(4.1.4)(4.5.8)

(4.5.8)(表4.5.1)

・外壁タイル張り全面　・図示の範囲

　撤去範囲　※下地モルタルまで　・張付けモルタルまで　・タイルのみ

　　　　　・既存タイル撤去面（・コンクリート面　・モルタル面）

※樹脂注入工法 

注入工法の種類

※自動式低圧エポキシ

　樹脂注入工法

・手動式エポキシ樹脂

　注入工法

　注入材料

　　※建築補修用注入エポキシ樹脂（ＪＩＳ Ａ ６０２４低粘度形又は中粘度形）

　検査（コア抜取り）　※行わない

　　　　　　　　　　　・行う（抜取り部の補修方法：　　　　　　　　　　　　　　）

・Ｕカットシール材充填工法（既存タイル張り撤去面）

・シーリング(ＰＵー２)

・可とう性エポキシ樹脂

・タイル部分張替え工法

・タイル部分張替え工法用接着剤

（ＪＩＳ　Ａ　５５５７）一液反応硬化

・変成シリコーン樹脂系

・ウレタン樹脂系

・タイル張替え工法

　伸縮調整目地及びひび割れ誘発目地

０．２以上から１．０未満

０．２以上から０．３未満

０．３以上から０．５未満

０．５以上から１．０未満

※２００から３００

※５０から１００

※１００から２００

※１５０から２５０

※７０　　・　

※４０　　・　

※１３０　・　

備　考

品質・規格等

充填材料 備　考

ひび割れ幅（ｍｍ） 注入口間隔（ｍｍ） 注入量（ｍｌ/ｍ）

１

２

既存タイル張り

の撤去

ひび割れ部

改修工法

３ 欠損部改修工法

改修箇所　※既存タイル張り面

　　位置　※改修標仕表4.5.1による。　・図示

(4.1.4)(4.5.2)(4.5.6)

(4.1.4)(4.5.2)(4.5.5)

(4.1.4)(4.5.7)

厚　　さ ・ ２．０　　・ ２．５　　・ ２．９

(6.8.2)

仕上げの形状呼び名

　・ 

　・ 

　・　外装薄塗材Ｅ

　・　可とう形外装薄塗材Ｅ

　・　防水形外装薄塗材Ｅ

　・　内装薄塗材Ｅ

　・ 着色骨材砂壁状　吹付け

　・ 

　・ ゆず肌状　・ さざ波状　・ 凹凸状

　・ ゆず肌状

　・　外装厚塗材Ｃ

　・　外装厚塗材Ｅ

　・　内装厚塗材Ｃ

　・　内装厚塗材Ｅ

　・ 

　・ 

　・　複層塗材Ｓi

　・　複層塗材Ｅ

　・　複層塗材ＲＥ

　・　防水形複層塗材Ｅ

　・ 凸部処理　・ 凹凸模様　・ ゆず肌状

　・ 凸部処理　・ 凹凸模様　・ ゆず肌状

　・ 凸部処理　・ 凹凸模様　・ ゆず肌状

　・ 凸部処理　・ 凹凸模様　・ ゆず肌状

　・ 凸部処理　・ 凹凸模様　・ ゆず肌状

施工箇所 備　考部材名称 樹種 寸法・形状品質・等級

建具表による。

６

内
装
改
修
工
事

１ 他の部位との

取合い等

２ 有害物質を含む

３ 既存床の撤去及び ※仕上げ材のみ(接着剤とも)

・下地モルタルとも(※図示の範囲　・除去範囲全て)

・機械式除去工法 ・目荒し工法

４ 既存壁の撤去及び

５ 既存天井の撤去及び

６ 木下地等

７ 集成材等

８ 防腐、防蟻防虫処理

９

11 壁及び天井下地

窓、出入口その他10

軽量鉄骨壁下地13

12 軽量鉄骨天井下地

(6.4.2)

(6.3.2)

(6.1.3)

(6.1.5)

(6.2.2)

屋内建具

　遮音性能

　断熱性能

　表面色

性能等級　(　・Ａ種　　・Ｂ種　　・Ｃ種　）

キーボックス　※製作する　・製作しない

※仕上げ材のみ

・下地とも(※図示の範囲　・除去範囲全て)

・モルタル塗り(塗り厚２５ｍｍを超える場合の補強 ※行う ・行わない)

　外部野縁受、吊りボルト、インサートの端部からの設置位置　　※１５０ｍｍ

　外部野縁受の間隔　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　 　・　　　ｍｍ

・図示による。

・図示による。

4-2

外
壁
改
修
工
事
　
モ
ル
タ
ル
塗
り
仕
上
げ
外
壁

4-4

外
壁
改
修
工
事
　
塗
り
仕
上
げ
外
壁

５

建
具
改
修
工
事

種　　類

16　特殊機能床材

15　ビニル床タイル張り

14　ビニル床シート張り

(表15.5.1)

木材の使用について

木材の断面寸法

表面仕上げ

木材

間伐材を含め極力市内産を使用すること。

・ Ａ種　　※ Ｂ種　　・ Ｃ種

木材の含水率

造作材の等級

※ Ａ種　　・ Ｂ種

※ Ａ種　　・ Ｂ種

シートの種類

材　　質：

厚　　さ ・ ２．０　　・ ３．０

・ 耐動荷重性床シート　　　　　　　種類(　　　　　　)　　厚さ(　　　　　　)　　性能(　　　　　　　)

表示寸法で板材、造作材は、仕上がり寸法、構造材は、ひき立て寸法とする。

・アルミニウム製建具

※上記処理範囲以外の既存仕上面全体

　 　

備　考

※１成分形又は２成分形

　ポリウレタン系シーリング材

・

　※行わない　・行う

・可とう性エポキシ樹脂

・シーリング用材料(ＰＵー２)

・モルタル塗替え工法

・充填工法

改修標仕　表4.4.1による

　 　 　 　 　

・

・

・

・ ・

※ 13

※ 9

※ 9

※ 9

一般部 指定部 一般部 指定部

・ ・

・ ・ ・ ・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

(4.2.2)

　 　 　 　 　

一般部 指定部 一般部 指定部

・ ・

・ ・ ・ ・

・・・・

・

・

・

・

・

・

・

・・

・

・・

・

・

工　法 処理範囲 下地面の補修

・高圧水洗工法

・水洗い工法

(4.2.2)

(4.2.2)(4.6.4)

・サンダー工法 ・図示

・図示

・図示

・図示

１ 改修工法の適用

・鋼製建具 ・外部

・内部

・鋼製軽量建具

・

・

・

・

・ ・

・

・

・

・

・ステンレス製建具

見本の製作等２

・Ｂ種

３

・Ａ種

・Ｃ種

Ｓ－４

Ｓ－５

Ｓ－６

耐風圧性 気密性

Ａ－３ Ｗ－４

水密性 施工箇所

４ 網　戸

５ 樹脂製建具

６ 鋼製建具

７ 鋼製軽量建具

８

建具用金物

木製建具９

10

自動ドア開閉装置

開閉方法 センサの種類

・マットスイッチ　　・電子マットスイッチ

※光線スイッチ　　　・音波スイッチ

・熱線スイッチ　　　・光電スイッチ

11

自閉式上吊り

引戸装置

(5.9.3)(表5.9.1)12

重量シャッター13

品　名

※一般材　　　

・１種　※２種　・３種　　　

※１等　・２等　　　

※１等　・２等　　　

規格・材面・品質 樹種 施工箇所

・Ｕカットシール材充填工法

充填材料

ポリマーセメントモルタルの充填

・塗膜剥離剤工法

(6.5.5)

(6.5.6)(表6.5.8)

(6.5.7)(表6.5.9)

(6.5.9)(表6.5.11)

(6.6.2)(表6.6.1)

(6.6.3)

(6.6.3)

(6.6.4)

(6.7.3)(表6.7.1)

(6.7.4)(表6.7.1)

(5.1.3)

(5.1.5)

［5.2.2］［表5.2.1］

(5.2.4)(表5.2.2)

(5.2.4)(表5.2.2)

(5.2.3)

(5.3.2)

(5.3.2)

(5.4.2)(表5.4.1)

(5.5.2)

(5.6.2)

(5.6.4)

(5.6.5)

(表5.7.1)

(5.10.2)(表5.10.1)

(5.9.2)

(4.2.2)

(4.2.2)

(4.1.4)(4.4.2)(4.4.5)

(4.3.4)

(4.2.2)

(4.2.2)

(4.2.2)

・行う（※全面　・図示の範囲)　　　　・行わない

※樹脂注入工法

　注入材料

　　※建築補修用注入エポキシ樹脂（ＪＩＳ Ａ ６０２４低粘度形又は中粘度形）

　検査（コア抜取り）　※行わない

　　　　　　　　　　　・行う（抜取り部の補修方法：　　　　　　　　　　　　　　）

　・パテ状エポキシ樹脂

　・可とう性エポキシ樹脂

　既製目地材　・適用する（形状　※図示　・　　　　　　　　　　　　　）

※行う　・行わない　・図示

・アンカーピンニング部分

　エポキシ樹脂注入工法

・アンカーピンニング全面

　エポキシ樹脂注入工法

・アンカーピンニング全面

　ポリマーセメントスラリー注入工法

・注入口付アンカーピンニング部分

　エポキシ樹脂注入工法

・注入口付アンカーピンニング全面

　エポキシ樹脂注入工法

・注入口付アンカーピンニング全面

　ポリマーセメントスラリー注入工法

・アンカーピンニング部分

　エポキシ樹脂注入工法

・アンカーピンニング全面

　エポキシ樹脂注入工法

・アンカーピンニング全面

　ポリマーセメントスラリー注入工法

・注入口付アンカーピンニング部分

　エポキシ樹脂注入工法

・注入口付アンカーピンニング全面

　エポキシ樹脂注入工法

・注入口付アンカーピンニング全面

　ポリマーセメントスラリー注入工法

・注入口付アンカーピンニング

　エポキシ樹脂注入タイル固定工法

※１６ ※２５

※１３

※１３

※２０

※２０

※９ ※１６

※９ ※１６

※９ ※１６

※１２

※１２

※９

※９

※２０

※２０

※１６

※１６

既存塗膜劣化部の除去、下地処理の工法

塗膜剥離剤

※下地調整塗材

・ポリマーセメントモルタル

・防水形仕上げ塗材主材を使用

建具の種類 かぶせ工法 撤去工法

新規建具開閉の補修方法及び範囲は、図示による。

・特殊な建具の仮組　※行わない　　・行う（建具符号：　　　　　　　　　　　　　　）

・建具見本の製作　　※行わない　　・行う（建具符号：　　　　　　　　　　　　　　）

外部に面する建具

種　別

　防音ドアセット、防音サッシ　　　　　・　適用する　遮音性の等級(　　)

　断熱ドアセット、断熱サッシ　　　　　・　適用する　断熱性の等級(　　)

　耐震ドアセット　　　　　　　　　　　・　適用する　面内変形追随性の等級(　　)

表面処理　　　種別　　　　　　　　色　・ 標準色　　・　特注色

表面処理　　　種別　　　　　　　　色　・ 標準色　　・　特注色

防虫網

　網の種別　・ガラス繊維入り合成樹脂製 ・合成樹脂製　・ステンレス製（ＳＵＳ３１６）

　形　　式　・外部可動式　・固定式

　枠の見込み寸法

建具用金物

吊金物

※スライデイングドア

・スイングドア

・一般重量シャッター

・外壁用防火シャッター

・屋内用防煙シャッター

　・図示の範囲

天井の撤去に伴う取合部の壁面の改修

　※既存のまま

　・図示の範囲

既存壁の撤去に伴う当該壁の取合う天井、壁、床の改修範囲

　※壁厚程度とし既存仕上げに準じた仕上げを行う。

　・図示の範囲

天井内の既存壁の撤去に伴う当該壁の取合う天井の改修範囲

ビニル床シート等の除去

合成樹脂塗り床材の除去工法

その他の除去は、改修特記仕様書による。

コンクリート間仕切壁等に伴う他の構造体の補修

壁の撤去　　　　　　 ・下地とも(・図示　　・除去範囲全て)　　・仕上材のみ

天井の撤去

※集成材　　　

・構造用集成材

・造作用集成材

・化粧ばり造作用集成材

行う箇所（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　防腐処理　　※行う（※図示　　・　　　　）

　防蟻処理　　・行う（※図示　　・　　　　）

　防腐、防蟻処理の種類、品質

　防虫処理　　・行う（・図示　　・　　　　）

野縁等の種類

既存の埋込インサート　　　・使用する　・使用しない

あと施工アンカーの引抜き試験　・行う　・行わない

　屋外（・１９型　※２５型）　屋内（※１９型　・２５型）

スタッドの高さが５ｍを超える場合　※図示

(4.1.4)(4.4.8から9)

(4.1.4)(4.4.10から15)(表4.4.3から4)

品質・規格等材　　料改修工法の種類

充填量

注入量

※１６ ※２５

※１３ ※２０ ※１２ ※２０

※２０ ※１２ ※２０

※１６

※１６ ※９ ※１６

※１６ ※９ ※１６

充填量

注入量

(4.1.4)(4.5.9から15)(表 4.4.3から 4) 備　　　　　　考

(5.7.1から4)

(5.8.2から3)(表5.8.1から3)

(6.5.2)

(6.6.3から4)

Ａ－４ Ｗ－５

　　表面処理用木材保存（防腐・防蟻剤）剤は、監督職員の承諾するものとする。

品質・規格等

アンカーピンの本数 注入口の箇所数
改修工法の種類

（モルタルを撤去しない場合）

改修工法の種類

（タイルを撤去しない場合）

アンカーピンの本数 注入口の箇所数

　アンカーピン

開閉機能

   ※上部電動式（手動併用）　・上部手動式

危害防止機構　　　　　　　　※障害物感知装置 （自動閉鎖型）

            　　　　　　　　 ・シャッターの二段降下方式

一般重量シャッターのシャッターケース　　※設ける　・設けない

　加圧力　※５０MPa程度

表面仕上げ　※ＨＬ仕上げ　・鏡面仕上げ　

　枠の見込み寸法　　　　　　　・７０　　　・１００

　結露の処理方法

改修部に石綿、鉛等の有害物質を含む材料が使用されている場合は、監督職員と協議する。

改修後の床の清掃範囲

　※壁面より両面６００ｍｍ程度とし既存仕上げに準じた仕上げを行う。

ステンレス製建具

１ 既存塗膜等の除去

及び下地処理

２

３

下地調整材

仕上げ塗料仕上げ

　　材質　※ステンレスＳＵＳ３０４、呼び径外径６ｍｍ

※２５ｍｌ

※５０ｍｌ

※２５ｍｌ

※２５ｍｌ

※５０ｍｌ

※２５ｍｌ

※２５ｍｌ

※２５ｍｌ

※２５ｍｌ

※５０ｍｌ

※２５ｍｌ

※２５ｍｌ

・５０ｍｌ

※２５ｍｌ

※２５ｍｌ

※２５ｍｌ

※２５ｍｌ

塗り厚２５ｍｍを超える場合の補強

１

２

既存モルタル塗り

の撤去

ひび割れ部

３ 欠損部改修工事

４ 浮き部分改修工事

シャッターの種類

・シール工法

　（※既存モルタル面　・既存躯体コンクリート面）

既存モルタル面の欠損部

　注入口付アンカーピン

　アンカーピン

　　材質　※ステンレスＳＵＳ３０４、呼び径外径６ｍｍ

　建具表による。

　建具表による。

※製造所標準製作規定寸法許容差による。

品質規格　※ 改修標仕5.9.3による。

　　　　　・ 製造所標準仕様による。

工法は改修標仕による。

工法は改修標仕による。

工法は改修標仕による。

　　材質　※ステンレスＳＵＳ３０４、呼び径４ｍｍの丸棒で全ネジ切り加工したもの。

曲げ加工　　※普通曲げ　　・角出し曲げ（補強あり）

簡易気密型ドアセットの適用は、建具表による。

簡易気密型ドアセットの適用は、建具表による。

耐風圧等性能の適用は、建具表による。

簡易気密型ドアセットの適用は、建具表による。

耐風圧等性能の適用は、建具表による。

（本/ｍ2 ） （箇所/ｍ2）

アルミニウム製建具

耐風圧性能（　　　）Ｎ/ｍ2

耐風圧性能（　　　）Ｎ/ｍ2

・既存モルタル撤去工法（範囲は、図示。撤去部分の補修は、「３　欠損部改修工法」による。）

（本/ｍ2） （箇所/ｍ2）

　　材質　※ステンレスＳＵＳ３０４、呼び径４ｍｍの丸棒で全ネジ切り加工したもの。

・凍結防止措置（適用箇所は、建具表による。）

改修工法

備　考

※自動式低圧エポキシ

　樹脂注入工法

・手動式エポキシ樹脂

　注入工法

・機械式エポキシ樹脂

　注入工法

・

・

※

・

・

 ０．２以上から１．０未満

 ０．２以上から０．３未満

 ０．３以上から０．５未満

 ０．５以上から１．０未満

※２００から３００

※５０から１００

※１００から２００

※１５０から２５０

※７０　　・　

※４０　　・　

※１３０　・　

注入工法の種類 ひび割れ幅（ｍｍ） 注入口間隔（ｍｍ） 注入量（ｍｌ/ｍ）

(4.1.4)(4.4.2)(4.4.6)

(4.1.4)(4.4.2)(4.4.7)

４ 浮き部改修工法

(4.6.3)(表4.6.2から4)

　厚付け仕上げ塗材

　薄付け仕上げ塗材

　複層仕上げ塗材

｝

建具表による。

材料の処理

下地補修

下地補修

下地補修

鉄筋コンクリート造等の

内部間仕切軸組及び

床組み

(表6.5.3)

(6.5.1)

(6.5.1)（表6.5.1から2)

(表6.5.4)

(6.8.2)

(6.8.2)

(6.8.2)

(6.8.2)

 　． 　． 　． ◆ＳＨＥＥＴ　Ｎｏ◆

ＣＨＥＣＫＥＤ

ＤＡＴＥ  　． 　． 　．

ＭＡＮＡＧＥＲ

 　． 　． 　．

 　． 　． 　． ◆ＴＩＴＬＥ◆ ◆ＳＨＥＥＴ　ＴＩＴＬＥ◆ ◆ＳＣＡＬＥ◆

ＤＡＴＥ

 　． 　． 　．ＣＨＥＣＫ

ＤＲＡＷＮ

 　． 　． 　．

 　． 　． 　．

 　． 　． 　．

◆ＮＯＴＥ◆ ＤＲＡＷＮ ＤＲＡＷＮ

－建築改修工事特記仕様書（２）

Ａ-２

マスターキー　※製作する　・製作しない　・既設鍵合わせ

・ 防滑性クッションフロアシート

・ 複層ビニル床シート（ＦＳ）

(4.2.2)(4.5.7から8)

　 　 　 　 　
(3.7.2)(表3.7.1)

(4.1.4)(4.5.16)

(4.1.4)(4.5.16)・目地ひび割れ部改修工法

・伸縮目地改修工法 　　　　　　　位置　　・図示　　　　　　　　寸法(　　　　　　)

      シーリング用材料

         種類　　・ＰＵ－２　　　　・ＭＳ－２　　　　

６

目地改修工法

陶磁器質タイル張り

５

　注入口付アンカーピン

・タイル部分張替え工法 ［4.1.4］［4.2.2］［4.5.7］

・タイル張替え工法

　伸縮調整目地及び、ひび割れ誘発目地

　　位置　※改修標仕表4.5.1による　・図示

（タイルを撤去する場合）

［4.1.4］［4.2.2］［4.5.8］

施工箇所 形状・寸法

タイルの種類

備考
生地

磁器

・

炻器 陶器

・ ・

うわ薬

施釉

・

無釉

・

有

・ ・

無

役物 色・表面形状

・ ・

標準 特注

(4.5.7から8)(表4.5.4)

　タイルの試験張り　※行わない　　・行う

　タイルの見本焼き　※行わない　　・行う

　ユニットタイル　　・マスク張り　・モザイクタイル張り・外装壁タイル接着剤張り

　外装タイル　　　　・密着張り　　・マスク張り　　　　・改良積上げ張り　　　・改良圧着張り　　・外装壁タイル

　役物：標準的な曲がり（小口、標準、二丁、屏風）の役物は、一体成形とする。

　壁タイル張りの工法

外壁タイル剥落部 50角

・作動調整のみ実施

軽量シャッター14

・障害物感知装置(電動式の場合)

(5.11.3)

(5.11.4)

(表5.11.2)

(5.11.2)(表5.11.1)開閉形式

   ※手動式　　　・上部電動式（手動併用）

スラット　材質　※塗装溶融亜鉛メッキ鋼板

　　　　　形状　※インターロッキング形　・オーバーラッピング形

ガイドレール等

危険防止機構

　※鋼板製　　　・ステンレス製ＳＵＳ３０４（厚さ１．５ｍｍ）

耐風圧性能（　　　）Ｎ/ｍ2

※スチールタイプ

・アルミニウムタイプ

・ファイバーグラスタイプ

※バランス式

・チェーン式

・電動式

・スタンダード形

・ローヘッド形

・ハイリフト形

・バーチカル形

※ステンレス鋼板

　（ＳＵＳ３０４）

15

ガラス

※クリア　・熱線反射

・乳白　　・カラー（　　　　　　　）

(5.13.2)

(5.13.5)

16

材　　種

※シーリング材　・ガスケット（ＦＩＸ部はシーリング材）

※シーリング材 

※シーリング材 

ガラス止め材

及び溝

17

ガラス用フィルム18

・溶融亜鉛メッキ鋼板

ガイドレールの材質収納形式開閉方式セクション材

防火認定パターン色　　調

ガラス留め材

建具の種類

アルミニウム製

鋼製及び鋼製軽量

ステンレス製

名　　称 種　類 張り面 性能値

(5.12.2から4)(表5.12.1から2)

寸法（ｍｍ）

オーバーヘッドドア

・ガラスブロック　　改修標仕5.13.5による。

※建具表による。

耐風圧性能（　　　）Ｎ/ｍ2

※なし

・あり

防火戸のガラス留め材は建築基準法に基づく防火性能認定品とする。

(5.13.3)(表5.13.1)

・ガラスフィルム(目隠し) ※内張り　・外張り

・ 防滑性床シート又は床タイル　　　種類(　　ＦＳ　　)　　厚さ(　　２.５ 　)　　性能(　　　　　　　)

17 幅木 (6.8.2)

・ 帯電防止床シート又はタイル　　　種類(　 　 　　　)　　厚さ(　　　　　　)　　性能(　　　　　　　)

旧農業管理センター改修工事（建築工事）

　・　吹付用軽量塗材

　・　こて塗用軽量塗材

　・ 砂壁状

　・ 平たん状

　軽量骨材仕上げ塗材

　・　外壁用塗膜防水

エスケー化研　レナエクセレント　同等品以上

施工箇所・備考

｝ Ａ－１の黄色マーカー

　防火材料の指定が必要な場合

　　※建築基準法に基づく認定を受けた材料とする。

　マスチック塗材　　　　　種別(　・Ａ種　　　　・Ｂ種　)　　　　　仕上材種類(　　　　　　　　　)

複層仕上げ塗材の耐候性

複層仕上げ塗材の上塗材

複層仕上げ塗材の耐候性

複層仕上げ塗材の上塗材

（4.7.2)

　・　石目調塗材　意匠系塗材

・

・

・

・

・

　新設

工事の着手に先立ち、見本を提示の上、施設管理者、監督職員の承諾を得ること。

品質ＪＩＳ Ａ ５７５９による。

・ 超防汚性ビニル床シート

エスケー化研　サンドエレガンテローラー　

トラバーチンR仕上げ　同等品以上

スタッド、ランナーの種類　・２５型　　・５０型　　・６５型　　・９０型　　・１００型

　　　　　　　　　　　　　　　　　 種類(　　ＦＳ　　)　　厚さ(　　２.０ 　)　　性能(　　　　　　　)

18 カーペット敷き

種　別

・Ａ種

・Ｂ種

・Ｃ種

・カットパイル

・ループパイル

・カット、ループパイル併用

色柄　等

※無地

・柄物（標準品）

備考

・織じゅうたん (6.9.2から3)(表6.9.1)

パイル形状

一級建築士事務所　滋賀県知事登録 (ｶ） 152号
一級建築士(大臣）登録229265号　 大村 悟子

大 村 建 築 設 計 事 務 所株式会社　

ＦＡＸ (0749)65-0351
ＴＥＬ (0749)62-2651一級建築士事務所

◆　発　注　者　◆

東 近 江 市
ＴＥＬ　　０７４８-２４-１２３４

ＦＡＸ    ０７４８-２４-０７５２

・屋内用防火シャッター(電動式)

株式会社タキロンシーアイ　ネオクリーン　同等品以上

種別　・ビニル　　・木　　高さ　図示

エポキシ樹脂モルタル







工事区分表

電気 別途機械 備　考建築 備　考別途機械電気建築工事項目 工事項目

７

６

５

４

３

２

１

９

８

１０

補充水槽

下地補強は建築工事

１１

１２

１３

１４

１５

１６

１７

１８

１９

２０

２１

２２

２３

２４

２５

２６

２７

２８

２９

３０

３１

３２

３３

３６

３７

３４

３５

３８

３９

４０

４１

４２

４３

４４

４５

４６

４７

４８

４９

５０

５１

５２

５３

５４

５５

設備用の開口補強数量表

数　　　　　量 備　　　　　考

（　Ｈ：貫通内径　㎜　）

貫　通　内　径（φ）

数　　　　　量 備　　　　　考開　口　面　積（㎡）

１　設備用躯体貫通補強筋及び開口補強筋

      ※貫通内径 １００φ未満の時は補強を必要としない。 

　(2) 壁開口補強筋

　(1) 梁貫通補強筋（貫通孔　Ｄ／３以下、梁巾－ ４００ 以下の場合、Ｄは梁せい） 

以下の項目は○印部分を区分して施工する。ただし、図面その他に特記のあるものは、それに従う。

躯体貫通スリーブ及び箱入れ、穴埋め補修

設備用躯体貫通の補強筋及び開口部補強筋

地下消火水槽、蓄熱槽等の躯体内外防水仕上、マンホール、タラップ、連通管

点検口の製作取付け（床、壁、天井）

建物外壁に取付く給排気ガラリの製作取付け

建具ガラリの製作取付け

防火区画、防火上主要間仕切り貫通部処理

その他設備機器用基礎及び仕上げ

設備機器用既製品基礎・鉄骨架台基礎

設備機器取付けに伴うアンカーボルト取付け及び穴埋め補修

受水槽及びポンプ室付受水槽

高架水槽

ＬＰＧバルクタンク等ペーパーライザー

各種水槽の電極棒及び配管、配線工事

仝上電極座及び電極棒の調整

消火水槽

ＩＨコンロ

電気温水機

既製品流しの排水金物

造り付流しの排水金物

洗面器、便所に取付の既製品防蝕鏡

洗面器、便所に取付の大型製作防蝕鏡

洗面化粧台及び鏡

便器、手洗い廻りの手摺

小便器自動洗浄用の側電源配管、配線工事

フードの製作取付け

防火戸、防煙、防火シャッターの一次側配管、配線

防火戸、防煙、防火シャッターの二次側配管、配線、開放装置、調整

仝上用の煙感知器連動装置、制御盤

穴開け、補強

吹出口、吸込口、照明器具、スピーカー等の埋込器具取付けのための

冷媒配管に共巻き

昇降機

昇降機の出入口三方枠カゴ内インターホン取付け及び二次側配管配線、制御盤

昇降機の一次側配管、配線工事

防犯用配管工事

仝上入線(電源送り)及び機器取付

フラッグポール

雨水排水の会所桝,排水管

ルーフドレン及び竪樋配管工事

汚水、雑排水の会所桝、排水管

消火器・消火器収納ボックス

電話機器

ＣＡＴＶ

テレビ共聴受信

エアコン用スリ－ブ

空調リモコンの配管、配線工事（集中管理リモコンとも）及び試運転調整

空調機電源供給工事（室内機・室外機）

空調機室内機から室外機間渡り配線工事

換気扇及び換気扇取付枠

天井扇、ダクト、ガラリ、ベントキャップ

天井扇、換気扇、サイクル扇のスイッチ取付け工事

湯沸器本体及び壁取付け用部材

給湯リモコン用配管、配線工事及びリモコン取付け

グリース阻集器（補強工事とも）

既製品流し、ガス台、吊り戸棚、水切り棚

◆ＴＩＴＬＥ◆

◆ＳＨＥＥＴ　Ｎｏ◆

ＣＨＥＣＫＥＤ◆ＳＨＥＥＴ　ＴＩＴＬＥ◆ ◆ＳＣＡＬＥ◆

ＤＡＴＥ

ＣＨＥＣＫ

ＤＡＴＥ

ＤＲＡＷＮ

 　． 　． 　．

 　． 　． 　．

 　． 　． 　．

 　． 　． 　．

ＤＲＡＷＮ ＤＲＡＷＮ◆ＮＯＴＥ◆ ＭＡＮＡＧＥＲ

 　． 　． 　．

 　． 　． 　．

工事区分表 　． 　． 　．

 　． 　． 　．

枠は建築工事

Ａ-５

引き抜き試験共

電動ブラインド・電動バトン・電動スクリーン・電動カーテン取付け工事

下地補強は建築工事

振れ止めワイヤー共

増設キュービクル部の設置含む

５６

５７

５８ カーテン、カーテンボックス

造り付け家具、備品の製作・設置

取付け・既設配線接続工事

５９

６０

６１

６２

６３

６４

６５

６６

６７

６８

６９

７０

７１

７２

７３

７４

７５

７６

７７

７８

７９

８０

８１

８２

８３

８４

８５

８６

８７

８８

８９

９０

９１

ＥＶ工事における受電箱までの動力電源・照明電源・接地線の引込み及び

監理者によるものとする。

計画通知に係る手続は、

サイン

コーナーカバー

プール

プールの給水・排水

床暖房の給湯器用のコンセント取付け

床暖房の二次側配管、配線、リモコン用配管、配線

ＦＦ式暖房器具の一次配管、配線

ＦＦ式暖房器具の二次配管、配線

ガス漏れ警報器の配管、配線、取付け

自家発電機の取付け

自家発電への配管、入線

シャワーユニットの一次側給水配管、給湯配管

シャワーユニットの給水配管、給湯配管の接続

シャワーユニットの一次側配管、配線

シャワーユニットの二次側配管、配線

仝上機器の取付け

しゅん工引渡しまでの工事用、調整用電気、水道、ガス等の基本料金、使用料

諸官庁等の検査、その他必要な検査の申請手続

機械設備機器の一次側、二次側の配線、接続

発電機の設置、試運転、調整

発電機の一次側、二次側の配線、接続

本工事に伴う各設備の引込負担金

ＥＶ工事における各階出入口の孔あけ工事

ＥＶ工事における各階乗場出入口周囲のモルタル詰め又はロックウール詰め工事

ＥＶ工事における屋上・開放廊下等直接外気と接する乗場における雨水よけ工事

ＥＶ工事におけるピット内防水及び埋め戻し工事

つなぎ込み工事

ＥＶ工事におけるピット点検用コンセント設備工事

ＥＶ工事における昇降路頂部の煙感知器設置工事（昇降路頂部から点検が可能）

ＥＶ工事における乗場据付け後の出入口廻りの壁・床及び建築物補修仕上げ工事

９２

９３

９４

９５

９６

９７

９８

９９

100

101

一次側は電気設備工事

二次側は機械設備工事

102

103

104

105

106

（　Ａ：開口面積　㎡　）

数　　　　　量 備　　　　　考開　口　寸　法

数　　　　　量 備　　　　　考開　口　寸　法

　※壁筋を切断しない場合は補強を必要としない。

２　設備用下地材開口補強　

　(1)　壁開口補強　軽量鉄骨壁下地、木軸等

　(2) 天井開口補強

特記事項１　設備用の開口補強数量は、設計上の必要数量であり、施工上必要箇所と相違ある場合には、

　　　　　監督職員の指示により数量が増加する場合も工事金額内で処理する。

設備機器・器具・配管・配線・ダクト用における吊りボルト及びインサート

ＥＶ工事における非常放送設備設置工事

テレビ・エアコン等のリサイクル料

旧農業管理センター改修工事（建築工事） －

107

108

４５０×４５０ ２４ 照明器具

照明器具１５０×６２０ １９

φ２６０ ６ スピーカー

一級建築士事務所　滋賀県知事登録(ｶ） 152号
一級建築士(大臣）登録 229265号　 大村 悟子

大 村 建 築 設 計 事 務 所株式会社　

ＦＡＸ (0749)65-0351
ＴＥＬ (0749)62-2651一級建築士事務所

◆　発　注　者　◆

東 近 江 市
ＴＥＬ　　０７４８-２４-１２３４

ＦＡＸ    ０７４８-２４-０７５２

電動スクリーン用配線工事（１次・２次）及びリモコン

ＥＶ工事におけるインターホン・非常ベル、その他ＥＶに必要な配管配線設備

吹き出し口５２００×６００ １２

吹き出し口

９５０×９５０ １９ エアコン室内機

１８００×７００ ２

下地補強は建築工事

電動カーテン新設工事

電動カーテン撤去工事

接続工事含む

防火扉、防火シャッター撤去新設

防火シャッター配管配線接続工事

洋風便器、小便器、その他の衛生器具

同上の給排水　躯体穴開

同上の給排水　躯体穴開

解体工事

洗面器、洗面カウンター、オストメイト、化粧鏡、大型鏡、ベビーチェア 接続工事、撤去も含む

接続工事、撤去も含む

埋設配管工事に伴う根切、埋め戻し、残土排出

外壁躯体貫通

空調取付金物

非常用照明、放送設備、照明設備　振れ止めワイヤー

同上ボックス穴あき切り欠き

自動ドアセンサー脱着

ＥＶ計画通知に関わる申請 手数料を含む
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化粧PB ｱ9.0　撤去処分(LGS下地共)

◆ＮＯＴＥ◆  　． 　． 　． ◆ＴＩＴＬＥ◆ ◆ＳＣＡＬＥ◆ ＭＡＮＡＧＥＲ ＣＨＥＣＫＥＤ ＤＲＡＷＮ ＤＲＡＷＮ

株式会社　大 村 建 築 設 計 事 務 所一級建築士(大臣）登録 229265号　 大村 悟子
ＤＡＴＥ  　． 　． 　．  　． 　． 　．

ＣＨＥＣＫ  　． 　． 　．  　． 　． 　． ＴＥＬ (0749)62-2651
一級建築士事務所　滋賀県知事登録(ｶ） 152号 一級建築士事務所

ＤＡＴＥ  　． 　． 　．  　． 　． 　． ＦＡＸ (0749)65-0351 ◆ＳＨＥＥＴ　Ｎｏ◆
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改修前　矩計図　1/30

小屋裏：鉄骨　全て現況のまま
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200

小屋裏：鉄骨　全て現況のまま
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改 修後　矩計図　1/30

　　　シーリング　撤去処分を示す 　　　シーリング　打替を示す
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笠型ドレン　撤去処分

内樋：シート防水　撤去処分

内樋：シート防水　撤去処分

雨水桝 300角　現況のまま

クリーニング

クリーニング

クリーニング

軽量コンクリート ｱ100 軽量コンクリート ｱ100　現況のまま

軽量コンクリート ｱ100　現況のまま

ケイカル板 ｱ6.0 EP塗
新設(既設LGS下地)

アスファルト舗装 50-150　現況のまま
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防水モルタル

下地調整の上、
ウレタン塗膜防水(X-2)　新設

カーテンボックス：下地調整RB種の上、SOP塗替
暗幕　新設(レール共)カーテン　撤去処分(レール共)

カーテンボックス：下地調整RB種の上、SOP塗替
横型ブラインド　新設(レール共)

カーテンボックス
ブラインド　撤去処分(レール共)

ブラインド　撤去処分(レール共)
カーテンボックス：下地調整RB種の上、SOP塗替
横型ブラインド　新設(レール共)
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改修前　矩計図　1/30

　　　シーリング　撤去処分を示す

改修後　矩計図　1/30

　　　シーリング　打替を示す

ケイカル板 ｱ6.0 EP塗
新設(既設LGS下地)
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窓枠　現況のまま

窓枠　撤去処分

化粧難燃合板　撤去処分
木胴縁　撤去処分

化粧PB ｱ9.0　撤去処分(LGS下地共)

カーテンボックス　現況のまま
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G
L
工

法
)
 
ｱ
12

.
5　

現
況

の
ま

ま

9
8
5

1
,
8
1
5

1-B会議室

アスファルト舗装 50-150
現況のまま

ニードルパンチカーペット貼 ｱ7.0　現況のまま

シルバー人材センター

ビ
ニ

ル
ク

ロ
ス

貼
り

(
不

燃
)

新
設

下地調整の上、
ウレタン塗膜防水(X-2)　新設

旧農業管理センター改修工事（建築工事）

▼RG天

▼3FL

▼2FL

▼1FL

▼GL

▼1FL

▼GL

▼2FL

▼3FL

▼RG天

便所

1
,
2
0
0

5
0

モルタル下地の上、吹付タイル

モ
ル

タ
ル

下
地

の
上

、

モルタル下地の上、吹付タイル

モ
ル

タ
ル

下
地

の
上

、
吹

付
タ

イ
ル

モ
ル

タ
ル

下
地

の
上

、
吹

付
タ

イ
ル

モ
ル

タ
ル

下
地

の
上

、
吹

付
タ

イ
ル

モ
ル

タ
ル

下
地

の
上

、
吹

付
タ

イ
ル

GB-R ｱ9.5 + ロックウール吸音板 ｱ9.0　新設(LGS下地共)

GB-R ｱ9.5 + ロックウール吸音板 ｱ9.0　新設(LGS下地共)

GB-R ｱ9.5 + ロックウール吸音板 ｱ9.0　新設(LGS下地共)

新
設

(
LG

S
下

地
W5

0
共

)
(
外

壁
面

：
G
W
 ｱ

1
0
0共

)

Ａ-２２◆ＳＨＥＥＴ　ＴＩＴＬＥ◆

改修前・改修後　矩計図（１）

カーテンボックス　現況のまま

改修前 改修後

３.５

１０

３.５

１０

３.５

１０

３.５

１０

G
B-

R
 
ｱ1

2
.5

 
+
 織

物
ク

ロ
ス

貼
(
不

燃
)

内樋:水洗い・下地調整(C-1)の上　ウレタン塗膜防水(X-2)　新設

内樋:水洗い・下地調整(C-1)の上　ウレタン塗膜防水(X-2)　新設

GB-R ｱ9.5 + ロックウール吸音板(リブ付) ｱ15.0　新設

GB-D ｱ9.5　新設(LGS下地・GW ｱ100共)

新設(LGS下地・GW ｱ100共)

水
洗

い
・

下
地

調
整

(
C-

2
)の

上
、

外
壁

用
塗

膜
防

水
　

新
設

水洗い・下地調整(C-2)の上、外壁用塗膜防水　新設

水
洗

い
・

下
地

調
整

(C
-
2
)の

上
、

外
壁

用
塗

膜
防

水
　

新
設

水洗い・下地調整(C-2)の上、外壁用塗膜防水　新設

水
洗

い
・

下
地

調
整

(
C
-2

)
の

上
、

外
壁

用
塗

膜
防

水
　

新
設

水
洗

い
・

下
地

調
整

(
C
-
2)

の
上

、
外

壁
用

塗
膜

防
水

　
新

設

水
洗

い
・

下
地

調
整

(C
-
2
)の

上
、

外
壁

用
塗

膜
防

水
　

新
設

磁
器

質
タ

イ
ル

 1
5
0
角

貼
撤

去
処

分
(
モ

ル
タ

ル
下

地
 
ｱ
20

共
)

オーダータイル 60×150×30
撤去処分(モルタル下地 ｱ20共)

木製床組　撤去処分

撤去処分(下地共)

瓦　撤去処分

440 370 275

撤
去

処
分

(
仕

上
材

の
み

)
ビ

ニ
ル

ク
ロ

ス
貼

撤
去

処
分

(仕
上

材
の

み
)

ビ
ニ

ル
ク

ロ
ス

貼

ビ
ニ

ル
ク

ロ
ス

貼
撤

去
処

分
(
仕

上
材

の
み

)

ビ
ニ

ル
ク

ロ
ス

貼
撤

去
処

分
(
仕

上
材

の
み

)

ビ
ニ

ル
ク

ロ
ス

貼
撤

去
処

分
(
仕

上
材

の
み

)

改修用ドレン　新設(ストレナー共)

屋根：下地調整CM-2・ｺﾞﾑｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ ｱ1.0の上、
　　　ｶﾗｰｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板 ｱ0.4 横葺き　新設(裏貼・ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ材共)小屋裏：鉄骨　全て現況のまま

窓枠

改修用ドレン　新設(ストレナー共)

1
5
5

ソフト巾木 H100　新設

GB-R ｱ9.5 + ロックウール吸音板 ｱ9.0　新設(LGS下地共)

タイルカーペット貼 ｱ7.0　新設(モルタル下地共)

嵩上げシンダーコン ｱ155　新設

2
,
7
0
0

2
,
8
0
0

2
,
6
0
0

巾木跡モルタル補修の上、ソフト巾木　新設

巾木:下地調整RB種・SOP塗替

下地調整の上、タイルカーペット貼 ｱ9.0　新設

控室（１）

下地調整の上、タイルカーペット貼 ｱ7.0　新設

8
8
5

下地調整の上、

新設
タイルカーペット貼 ｱ7.0

鋼製手摺

鋼製手摺
下地調整RB種・錆止めの上、DP塗替

屋根：下地調整CM-2・ｺﾞﾑｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ ｱ1.0の上、
　　　ｶﾗｰｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板 ｱ0.4 横葺き　新設(裏貼・ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ材共)

ビ
ニ

ー
ル

ク
ロ

ス
貼

り
(不

燃
)
　

新
設

(
仕

上
材

の
み

)
ビ

ニ
ー

ル
ク

ロ
ス

貼
り

(
不

燃
)

新
設

(
仕

上
材

の
み

)

ビ
ニ

ー
ル

ク
ロ

ス
貼

り
　

現
況

の
ま

ま

水洗いの上、
外装薄塗材E　新設

シートタイル貼　撤去処分(下地残し)

シートタイル貼

シートタイル貼　撤去処分(下地残し) シートタイル貼　撤去処分(下地残し)

シートタイル貼　撤去処分(下地残し)









�



� �





�

� �







1
,
4
0
0

 　． 　． 　．

大 村 建 築 設 計 事 務 所株式会社　

一級建築士事務所
ＦＡＸ

ＴＥＬ

(0749)65-0351

◆ＴＩＴＬＥ◆

◆ＳＨＥＥＴ　Ｎｏ◆

ＣＨＥＣＫＥＤ◆ＳＨＥＥＴ　ＴＩＴＬＥ◆ ◆ＳＣＡＬＥ◆

ＤＡＴＥ

ＤＡＴＥ

ＤＲＡＷＮ

 　． 　． 　．

 　． 　． 　．

 　． 　． 　．

 　． 　． 　．

ＭＡＮＡＧＥＲ ＤＲＡＷＮ ＤＲＡＷＮ◆ＮＯＴＥ◆

(0749)62-2651

一級建築士 (大臣）登録229265号　 大村 悟子

ＣＨＥＣＫ
一級建築士事務所　滋賀県知事登録(ｶ） 152号

Ａ

Ｄ 展開方向 Ｂ

Ｃ

現況　展開図

鋼製建具
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0

2
,
0
0
0

6
,
3
0
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,
4
0
0

1
,
1
0
0

4
,
5
0
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2,8001,2001,815185

6,000

1
,
8
0
0

1
2
0

1
8
0

1
0
0

1
8
0

PS

180

180

180

120

室名

CH=

床レベル

F1

F1

F3

W1

W1

W1

W1

W1

W1

W1

W1

W1

W1

W2

女子便所

CH=2,415

-70

　廊下

CH=2,400

+0

W3

W3

F2
W3

+0

CH=現し

W3

1

TB

TB

2

SD

10

WD

12

1

SUS

AW

11

AW

11 C L

AW

11 C L

存

1,815

CH=2,415

-70

男子便所

2,000 1,815 2,000

Ａ面

倉庫

Ｄ面

倉庫倉庫

Ｃ面Ｂ面

倉庫
改修前　展開図

改修前　展開図
Ａ面

男子便所

Ａ面

女子便所

大型鏡　撤去処分(設備工事)600

1
,
3
0
0

4,500

7
0

2
,
3
4
5

2
,
4
1
5

Ｂ面

Ｂ面

男子便所

Ｂ面

PS

Ｂ面

男子便所

女子便所

Ｃ面 Ｃ面

男子便所女子便所

Ｄ面

男子便所

Ｃ

７ ８

Ｃ Ｃ Ｃ

1,815 1,200

7
0

2
,
3
4
5

2
,
4
1
5

衛生器具　撤去処分(設備工事)

衛生器具　撤去処分(設備工事)衛生器具　撤去処分(設備工事)

トイレブース　撤去処分

3,000 950 2,350

衛生器具　撤去処分(設備工事)

トイレブース　撤去処分

2,800

８ Ｃ

7
0

2
,
3
4
5

2
,
4
1
5 6 00

1
,
3
0
0

600

1
,
3
0
0

2 ,8003,015
衛生器具　撤去処分(設備工事)

衛生器具　撤去処分(設備工事)

大型鏡　撤去処分(設備工事)

衛生器具　撤去処分(設備工事)

4,300

衛生器具　撤去処分(設備工事)

８

1,815 2,000 1,815 2,000

Ａ面 Ｄ面Ｃ面Ｂ面

Ａ面

男子便所

Ａ面

女子便所

4,500

Ｂ面

Ｂ面

男子便所

Ｂ面

PS

女子便所

Ｃ面

男子便所女子便所

Ｄ面

男子便所

Ｃ Ｃ Ｃ

1,815 1,200 3,000 950 2,3502,800

７ ８ Ｃ

1
,
3
0
0

1
,
3
0
0

2,8003,015 4,300

改修後　展開図 改修後　展開図

改修後　展開図

改修後　展開図

鋼製建具：下地調整RB種・錆止めの上、SOP塗替アルミサッシ　撤去処分(枠共)　

1
,
1
0
0

7 00

衛生器具　新設(設備工事)衛生器具　新設(設備工事)

衛生器具　新設(設備工事)

Ｂ面

男子便所

Ｂ面

衛生器具　新設(設備工事)

830 830422 422

衛生器具　新設(設備工事)

420 750 420

衛生器具　新設(設備工事)

衛生器具　新設(設備工事)

衛生器具　新設(設備工事)

トイレブース　撤去処分トイレブース　撤去処分

アルミサッシ アルミサッシ

衛生器具　撤去処分(設備工事)

185

７

185

７

185

７

185

７

185

７

185

７

Ｃ面

改 修 前 　 １ 階 男 子 便 所 ・ 女 子 便 所 ・ 倉 庫 　 平 面 詳 細 図 　 1/ 5 0

【凡例】

範囲　GB－S(GL工法) ｱ12.5 
　　　+ メラミン化粧板 ｱ3.0　新設

範囲　GB－S ｱ12.5 
　　　+ メラミン化粧板 ｱ3.0　新設(LGS W50共)

範囲　下地調整RB種の上、EP-G塗替

範囲　コンクリート打放し　現況のまま

範囲　耐水合板 ｱ12の上、

F1

F2

F3 御影石 ジェットバーナー仕上

改修前　男子便所・女子便所・倉庫

旧農業管理センター改修工事（建築工事）

F1

全て撤去処分(砕石残し)

土間コンクリート ｱ120 + 均しモルタルの上、モザイクタイル貼

2,8001,2001,815185

6,000

1
2
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1
8
0

1
8
0

PS

180

180

180

120

F3

+0

CH=現し

　廊下

+0

男子便所
NW1

NW1

NW1

NW1

600120

女子便所

NF1

989

NF1

NW1

NW3 NW3

NW3

NW3

NF2

120

NTB

2

NTB

1

WD

12

10

SD

SUS

1

AW

11 C L

AW

11 C L

存

+0

+0

+0

７ ８

改 修 後 　 １ 階 男 子 便 所 ・ 女 子 便 所 ・ 倉 庫 　 平 面 詳 細 図 　 1 / 5 0

3
,
4
0
0

1
,
1
0
0

4
,
5
0
0

1
,
8
0
0

NF1

F3

NF4

NF2

御影石 ジェットバーナー仕上　現況のまま

4
,
3
0
0

2
,
0
0
0

6
,
3
0
0

Ｃ

：面台 W120　新設

W4

【凡例】

範囲　100角タイル貼り　
　　　撤去処分(モルタル下地 ｱ20共)

範囲　モルタルコテ押え

範囲　コンクリート打放し

NW2

CH=2,600

CH=2,600

CH=2,600

CH=2,400

化粧鏡　新設(設備工事)

2
,
6
0
0

トイレブース　新設

2
,
6
0
0

トイレブース　新設

化粧鏡　新設(設備工事)トイレブース　新設 トイレブース　新設

2
,
6
0
0

アルミサッシ クリーニングアルミサッシ クリーニング メラミンポストフォーム面台　新設

NW2

　　　メラミン化粧板 ｱ3.0　新設(LGS W50下地共)

7
5
0

4
2
0

4
2
0

2
,
5
0
4

8
3
0

8
3
0

4
2
2

4
2
2

9
3
7

       H1300

改修前 改修後 Ａ

Ｄ 展開方向 Ｂ

Ｃ

室名

CH=

床レベル

既設砕石の上、砕石  ｱ90 + 防湿気密 ｼｰﾄ ｱ0.15 + 土間ｺﾝｸﾘｰﾄ(ﾜｲﾔﾒｯｼｭ6φ 150× 150) ｱ120

端部：あと施工アンカー(金属系) D10@300　新設

面台：100角タイル貼り　撤去処分(CB ｱ100、モルタル下地  ｱ20共 )

巾 木

W1

W2

W3
(～ H2200)モルタルコテ押え

(H2200～ )コンクリート打放し

建 具

トイレブース、内部建具(枠共)、 SUS沓摺　撤去処分

三方枠

面台(テラゾ ｱ25)、洗面バック(CB ｱ100)　撤去処分
その他

　 現 況 の ま ま
存

　 ク リ ー ニ ン グ (内 外 共 )

特記事項

(共通)

C L

　 下 地 調 整 R B種 ・ 錆 止 め の 上 、 S O P塗 替

大型鏡、衛生器具　撤去処分 (設備工事 )

壁

W4

100角タイル貼り　撤去処分(モルタル下地  ｱ20共 )

100角タイル貼り　撤去処分(モルタル下地  ｱ20、 CB ｱ100共 )

NF4

既設砕石の上、砕石  ｱ90 + 防湿気密 ｼｰﾄ ｱ0.15 + 土間ｺﾝｸﾘｰﾄ ｱ120　新設

トイレブース、隔て板、内部建具　新設

メラミンポストフォーム面台 (KPA形状 ) ｱ20　新設

その他

建 具

　 現 況 の ま ま
存

　 ク リ ー ニ ン グ (内 外 共 )

特記事項

(共通 )

C L

　 下 地 調 整 R B種 ・ 錆 止 め の 上 、 S O P塗 替

　 ※ の み 扉 新 設

三方枠　現況のまま

洗面カウンター、衛生器具、化粧鏡　新設

壁

GB－ S(GL工法 ) ｱ12.5 + メラミン化粧板  ｱ3.0　新設

巾 木

NW1

NW2

NW3

GB－ S ｱ12.5 + メラミン化粧板 ｱ3.0　新設 (LGS W50共 )

洗面バック：耐水合板 ｱ12の上、メラミン化粧板 ｱ3.0　新設(LGS W50下地共)

(男女便所 )床材巻上  H=200　新設   (アルミ見切り共)

床

床

Ａ-３２

　 撤 去 処 分 (枠 共 )

NW
2 NW1

※

3

LSD

　 新 設 (ト ロ 詰 め ・ 枠 共 )

※

+ ｾﾙﾌﾚﾍﾞﾘﾝｸﾞ ｱ10 + 超防汚性 ﾋﾞﾆﾙ床 ｼｰﾄ ｱ2.0　新設      ※部にてシート貼り分け

(便所)100角タイル貼り　撤去処分(モルタル下地 ｱ20共)

防水モルタルコテ押え

(倉庫)防水モルタルコテ押え H75

下地調整 RB種の上、EP-G塗替

　倉庫(１ )

(倉庫 )下地調整RB種の上、 EP-G塗替

既設防水モルタルコテ押えの上、下地調整・複層ビニル床タイル ｱ2.0　新設

前室(３)
　倉庫(１ )

倉庫(１) 倉庫(１) 倉庫(１) 倉庫(１)

前室(３)

※

120

：面台 W120　新設
       H1100

：面台 W120　新設
NW1

LSD

3

NW2

NW2

NW2

NW2

NW2 NW1

NW2

NW1

       H1100

NW2

改修後　男子便所・女子便所・倉庫(１ )・前室(３ )

改修前・改修後　１階便所平面詳細図・展開図 A1:1/50　 A3:1/100
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三方枠

面台(テラゾ  ｱ25)、洗面バック(CB ｱ100)　撤去処分
その他

大型鏡、衛生器具　撤去処分(設備工事)

　 ク リ ー ニ ン グ (内 外 共 )
C L

　 下 地 調 整 R B種 ・ 錆 止 め の 上 、 SO P塗 替

　 撤 去 処 分 (枠 共 )
特記事項

(共通)

壁

W4 100角タイル貼り　撤去処分(モルタル下地 ｱ20、 CB ｱ100共 )

NW2

　　　メラミン化粧板 ｱ3.0　新設(LGS W50下地共)

7
3
0

       H1100

       H1300

Ａ

Ｄ 展開方向 Ｂ

Ｃ

室名

CH=

床レベル

改修前 改修後

Ａ-３４

※

※※

床

NF1

改修後　男子便所・女子便所・倉庫

和風便器開口閉鎖(雑詳細図参照)とすること  NF4

巾 木

NW1 GB－ S(GL工法 ) ｱ12.5 + メラミン化粧板  ｱ3.0　新設

トイレブース、隔て板、内部建具　新設

メラミンポストフォーム面台 (KPA形状) ｱ20　新設

その他

建 具

三方枠　現況のまま

洗面カウンター、衛生器具、化粧鏡、ベビーシート　新設(設備工事)

　 ク リ ー ニ ン グ (内 外 共 )
C L

　 下 地 調 整 R B種 ・ 錆 止 め の 上 、 S O P塗 替

特記事項

(共通 )

壁

NW2 GB－ S ｱ12.5 + メラミン化粧板 ｱ3.0　新設 (LGS W50共 )

洗面バック：耐水合板 ｱ12の上、メラミン化粧板 ｱ3.0　新設(LGS W50下地共)

床材巻上 H=200　新設   (アルミ見切り共)

　 新 設 (ト ロ 詰 め ・ 枠 共 )

※部にてシート貼り分け

既設ﾀｲﾙの上、嵩上げｼﾝﾀﾞｰｺﾝ ｱ60 + ｾﾙﾌﾚﾍﾞﾘﾝｸﾞ ｱ10 + 超防汚性ﾋﾞﾆﾙ床 ｼｰﾄ ｱ2.0　新設

NW2
NW2

NF4

NW2 NW2

NW1

NW2

       H1100

：面台 W100　新設

：面台 W100　新設
       H1100

100

：面台 W100　新設

衛生器具　新設(設備工事)

範囲　GB－S ｱ12.5 
　　　+ メラミン化粧板 ｱ3.0　新設(LGS W50共)

改修前・改修後　３階便所平面詳細図・展開図




















































